
現行制度を巡る課題

高速自動車国道法及び道路整備事業に係る国の財政上
の特別措置に関する法律の一部を改正する等の法律案

高速自動車国道の整備過程の透明性

高速自動車国道の整備過程の透明性につい
て、国幹会議における審議が形式的・不十
分であり、国会等で厳正にチェックするこ
ととすべきとの指摘がある

高速道路の利便増進へのニーズ

高速道路における交通事故の防止や交通渋
滞の解消を図るための車線の増設、ミッシ
ングリンクの解消など、高速道路の利便増
進に対するニーズがある

胃
法改正等の概要

高速自動車国道の整備過程の透明性の向上 高速道路利便増進事業の拡充等

国会等によるチェック 事業メニュー

高速道路ストックを有効活用し、通行
者等の利便の増進を図るため、高速道路
利便増進事業のメニューを追加【法律】

国幹会議は廃止し、国会、第三者機関で
十分にご審議いただくことにより、関係都
道府県等からの意見聴取と併せて、高速
自動車国道の整備の内容を厳正にチェック

高速自動車国道の整備効果を広く国民に
明らかにするため、国に対し、事業評価の
結果等の公表を義務付け 【法律】

・料金の引下げ
・スマートＩＣの整備
・ＩＣ（スマートＩＣ以外）、ＪＣＴ
の整備

・車線の増設
・既存の高速道路間を連絡する高速道
路 新設 改築

※国会による厳格なチェックを可能とす
るため、予算審議に向けて事業評価の
結果を公表【予算】

第三者機関によるチェック

整備の各段階ごとに、社会資本整備審議
会で審議し、学識経験者が計画の妥当性
等を専門的な視点からチェック【法律】

路の新設・改築
・ＳＡ・ＰＡ（自動車駐車場）の整備

結果を公表【予算】

※下線部は今回追加するもの

※上記措置に伴い 国幹会議の設置根拠である国幹道法は廃止【法律】

高速道路利便増進事業についても、計画
作成等の前に、事業評価結果等の概要を
公表【法律】

地方公共団体によるチェック

整備計画の作成等の前に、関係都道府県
等の意見を聴取【現行法】

※上記措置に伴い、国幹会議の設置根拠である国幹道法は廃止【法律】

高速道路ストックを有効に活用するとともに、整備過程の透明性を
十分に確保した、利便性の高い高速道路の整備を推進



高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
案
要
綱

第
一

高
速
自
動
車
国
道
法
の
一
部
改
正

一

予
定
路
線
の
決
定
、
路
線
の
指
定
及
び
整
備
計
画
の
決
定
に
係
る
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
審
議

国
土
交
通
大
臣
は
、
予
定
路
線
を
定
め
る
政
令
及
び
路
線
を
指
定
す
る
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
並
び
に
整
備
計
画
を
定
め
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条
関
係
）

二

整
備
計
画
の
公
表

国
土
交
通
大
臣
は
、
整
備
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
条
関
係
）

三

高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
過
程
の
透
明
性
の
確
保

国
は
、
整
備
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
整
備
計
画
に
係
る
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
に
関
す
る

事
業
の
実
施
が
国
民
生
活
及
び
社
会
経
済
に
及
ぼ
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
影
響
の
把
握
及
び
こ
れ
を
基
礎
と
す
る
評
価
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
ほ
か
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
過
程
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講



ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
条
の
二
関
係
）

四

社
会
資
本
整
備
審
議
会
に
よ
る
資
料
提
出
の
要
求
等

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
の
規
定
に
よ
る
審
議
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

関
係
行
政
機
関
の
長
等
に
対
し
、
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
等
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
の
三
関
係
）

第
二

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

一

高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
に
関
す
る
計
画
の
概
要
等
の
公
表

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
及
び
高
速
道
路
株
式
会
社
は
、
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
に
関

す
る
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
概
要
等
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
に
関
す
る
計
画
の
整
備
計
画
へ
の
適
合

国
土
交
通
大
臣
は
、
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
に
関
す
る
計
画
に
一
定
の
事
業
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
の
内
容
が
整
備
計
画
に
適
合
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
当
該
計
画
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
範
囲
の
拡
大

高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
に
該
当
す
る
事
業
と
し
て
、
高
速
道
路
の
車
線
の
増
設
に
関
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
当
該
高



速
道
路
の
自
動
車
交
通
の
安
全
性
の
向
上
又
は
渋
滞
の
解
消
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
等
を
追
加
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

（
第
四
条
関
係
）

第
三

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
の
廃
止

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
を
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
四

附
則

一

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

政
府
は
、
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
推
進
の
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
関
係
）

第
五

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
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高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律

（
高
速
自
動
車
国
道
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
条
」
を
「
第
五
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し

て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
高
速
自
動
車
国
道
」
と
は
、
自
動
車
の
高
速
交
通
の
用
に
供
す
る
次
に
掲
げ
る
道
路
で
あ
つ
て

、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
路
線
が
指
定
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

一

国
土
を
縦
貫
し
、
又
は
横
断
す
る
道
路
そ
の
他
の
全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
の
枢
要
部
分
を
構
成
す
る
道
路
で
政
治

上
、
経
済
上
又
は
文
化
上
特
に
重
要
な
地
域
を
連
絡
す
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
の
利
害
に
特
に
重
大
な
関
係
を
有
す
る
道
路

第
三
条
及
び
第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（
予
定
路
線
）

第
三
条

高
速
自
動
車
国
道
の
予
定
路
線
は
、
政
令
で
定
め
る
。

２

前
項
の
政
令
に
お
い
て
は
、
路
線
名
、
起
点
、
終
点
及
び
主
た
る
経
過
地
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
社
会
資
本

整
備
審
議
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
路
線
の
指
定
）

第
四
条

高
速
自
動
車
国
道
の
路
線
は
、
前
条
第
一
項
の
予
定
路
線
の
う
ち
か
ら
政
令
で
指
定
す
る
。

２

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
政
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「

主
た
る
経
過
地
」
と
あ
る
の
は
、
「
重
要
な
経
過
地
そ
の
他
路
線
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
会
議
」
を
「
、
あ
ら
か
じ
め
、
社
会
資

本
整
備
審
議
会
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
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こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
章
中
第
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
過
程
の
透
明
性
の
確
保
）

第
五
条
の
二

国
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画
を
定
め
、
又
は
整
備
計
画
の
変
更
（
政
令
で
定

め
る
軽
微
な
変
更
を
除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
整
備
計
画
又
は
当
該
整
備
計
画
の
変
更
に
係
る

高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
そ
の
整
備
効
果
（
当
該
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
実
施
が
国
民

生
活
及
び
社
会
経
済
に
及
ぼ
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
影
響
を
い
う
。
）
の
把
握
及
び
こ
れ
を
基
礎
と
す
る
評
価
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
公
表
す
る
ほ
か
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
過
程
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る

社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
審
議
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
資
料
の
公
表
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
資
料
提
出
の
要
求
等
）

第
五
条
の
三

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
審
議
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

関
係
行
政
機
関
の
長
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
の
理
事
長
及

び
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
会
社
の
代
表
者
に
対
し
、
資
料
の
提
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出
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
審
議
を
行
う
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項

に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に
対
し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
係
る
」
を
「
関
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
、
あ
ら
か
じ
め
」
を
削
り
、
「
た
め
に
」
を
「

た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
表
す
る
ほ
か
、
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

当
該
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
概
要

二

当
該
計
画
に
第
十
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
（
高
速
自
動
車
国
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関

す
る
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
五

条
の
二
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
事
業
に
係
る
評
価
の
結
果
の
概
要
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第
四
条
第
四
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

当
該
計
画
の
実
施
が
当
該
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
利
便
の
増
進
を
図
る
上
で
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
四
条
第
四
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

当
該
計
画
に
第
十
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
（
高
速
自
動
車
国
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関

す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
の
内
容
が
高
速
自
動
車
国
道
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
整
備
計
画
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

六

当
該
計
画
に
第
十
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
務
の
実
施
が
機
構
法

第
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
徴
収
期
間
を
通
じ
た
高
速
道
路
料
金
（
同
号
に
規
定
す
る
料
金
を
い
う
。
第
十

項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
の
合
計
額
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
当
該
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の

負
担
の
軽
減
を
図
る
上
で
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
四
条
第
十
項
第
一
号
中
「
（
高
速
道
路
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の

次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。
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二

高
速
道
路
の
車
線
の
増
設
に
関
す
る
事
業
（
前
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
高
速
道
路
の
自

動
車
交
通
の
安
全
性
の
向
上
又
は
渋
滞
の
解
消
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

三

既
存
の
高
速
道
路
間
を
連
絡
す
る
高
速
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
関
す
る
事
業
で
あ
つ
て
、
既
存
の
高
速
道
路
の
通

行
者
及
び
利
用
者
の
利
便
の
増
進
の
た
め
そ
の
速
や
か
な
実
施
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

四

高
速
道
路
に
附
属
す
る
自
動
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
事
業
（
こ
れ
に
附
帯
す
る
通
路
の
拡
幅
に
関
す
る
事
業
そ

の
他
の
事
業
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
高
速
道
路
に
附
属
す
る
既
存
の
自
動
車
駐
車
場
の
著
し
い
混
雑
を
緩
和
す
る
た

め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
の
廃
止
）

第
三
条

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
八
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）
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第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
高
速
自
動
車
国
道
法
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て

「
旧
高
速
自
動
車
国
道
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
高
速
自
動
車
国
道
の
予
定
路
線

及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
第
三
条
に
規
定
す
る
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の

予
定
路
線
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
高
速
自
動
車
国
道
法
（
次
項
及
び
第
三

項
に
お
い
て
「
新
高
速
自
動
車
国
道
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
高
速
自
動
車
国
道
の
予

定
路
線
と
み
な
す
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
高
速
自
動
車
国
道
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
高
速
自
動
車
国
道
の
路

線
の
指
定
は
、
新
高
速
自
動
車
国
道
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
高
速
自
動
車
国
道
の
路
線
の
指
定
と
み
な
す
。

３

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
高
速
自
動
車
国
道
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
整
備

計
画
は
、
新
高
速
自
動
車
国
道
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
整
備
計
画
と
み
な
す
。

第
三
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
次
項
及
び
附

則
第
五
条
に
お
い
て
「
旧
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
債
務
の
承
継
は
、
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
次
項
及
び
附
則
第
五
条
に
お
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い
て
「
新
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
債
務
の
承
継
と
み
な
す
。

２

旧
特
別
措
置
法
第
四
条
第
四
項
又
は
第
八
項
の
同
意
を
得
た
計
画
は
、
新
特
別
措
置
法
第
四
条
第
四
項
又
は
第
八
項
の
同

意
を
得
た
計
画
と
み
な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
推
進
）

第
五
条

政
府
は
、
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
特
別
措
置
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
債
務
の
承

継
と
み
な
さ
れ
る
旧
特
別
措
置
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
債
務
の
承
継
の
ほ
か
、
新
特
別
措
置
法
第
四
条

第
十
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
道
路
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
九
条
第
一
項
中
「
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
の
権
限
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
事
項
を
除
き
」
を
削
る
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）
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第
七
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
又
は
道
路
法
」
を
「
又
は
同
法
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
三
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に

改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
」
を
削
る
。

（
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
二
中
「
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
」
を
「
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
速
自
動
車
国

道
」
に
改
め
る
。

（
高
速
道
路
株
式
会
社
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
国
土
交
通
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
六
条
第
二
項
の
表
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
の
項
を
削
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
」
の
下
に
「
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十

二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
」
を
加
え
る
。
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理

由

高
速
道
路
の
整
備
に
関
し
、
そ
の
過
程
の
透
明
性
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
通
行
者
等
の
利
便
の
増
進
等
を
図
る
た
め
、

高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
計
画
の
策
定
等
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す

る
と
と
も
に
、
国
は
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
に
関
す
る
事
業
評
価
の
結
果
の
公
表
等
を
行
う
こ
と
と
し
、
あ
わ
せ
て
高
速

道
路
利
便
増
進
事
業
と
し
て
高
速
道
路
の
車
線
の
増
設
に
関
す
る
一
定
の
事
業
等
を
追
加
す
る
等
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か

、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
を
廃
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。



高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
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年
法
律
第
百
号
）

11
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○
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
五
条
の
三
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
五
条
）

第
二
章

管
理
（
第
六
条
―
第
二
十
二
条
）

第
二
章

管
理
（
第
六
条
―
第
二
十
二
条
）

第
三
章

雑
則
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
五
条
の
二
）

第
三
章

雑
則
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
五
条
の
二
）

第
四
章

罰
則
（
第
二
十
六
条
―
第
三
十
三
条
）

第
四
章

罰
則
（
第
二
十
六
条
―
第
三
十
三
条
）

附
則

附
則

（
用
語
の
定
義
）

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
高
速
自
動
車
国
道
」
と
は
、
自
動
車
の
高

第
二
条

速
交
通
の
用
に
供
す
る
次
に
掲
げ
る
道
路
で
あ
つ
て
、
第
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
そ
の
路
線
が
指
定
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

一

国
土
を
縦
貫
し
、
又
は
横
断
す
る
道
路
そ
の
他
の
全
国
的
な
自
動
車

交
通
網
の
枢
要
部
分
を
構
成
す
る
道
路
で
政
治
上
、
経
済
上
又
は
文
化

上
特
に
重
要
な
地
域
を
連
絡
す
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
の
利
害
に
特
に
重
大
な
関
係
を
有

す
る
道
路

２

（
略
）

（
略
）

３

（
略
）

２

（
略
）

（
削
除
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
」
と
は
、
国
土
開
発

幹
線
自
動
車
道
建
設
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
三
条
に

規
定
す
る
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
を
い
う
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
予
定
路
線
）

（
予
定
路
線
）

第
三
条

高
速
自
動
車
国
道
の
予
定
路
線
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
の
議

２

前
項
の
政
令
に
お
い
て
は
、
路
線
名
、
起
点
、
終
点
及
び
主
た
る
経
過

を
経
て
、
高
速
自
動
車
国
道
と
し
て
建
設
す
べ
き
道
路
の
予
定
路
線
（
国

地
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
予
定
路
線
を
除
く
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
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３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ

。
）
を
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
一
般
自
動
車
道
と
の
調
整
に

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
議
を
経
な

つ
い
て
特
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
予
定
路
線
に
つ
い
て
内
閣
の
議
を
経
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
（
以

下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
速
自
動
車
国
道
の
予
定

路
線
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
政
令
で
定
め
る
事
項
を
告
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
路
線
の
指
定
）

（
高
速
自
動
車
国
道
の
意
義
及
び
路
線
の
指
定
）

第
四
条

高
速
自
動
車
国
道
の
路
線
は
、
前
条
第
一
項
の
予
定
路
線
の
う
ち

第
四
条

高
速
自
動
車
国
道
と
は
、
自
動
車
の
高
速
交
通
の
用
に
供
す
る
道

か
ら
政
令
で
指
定
す
る
。

路
で
、
全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
の
枢
要
部
分
を
構
成
し
、
か
つ
、
政
治

２

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
政
令
に
つ
い
て
準
用
す

・
経
済
・
文
化
上
特
に
重
要
な
地
域
を
連
絡
す
る
も
の
そ
の
他
国
の
利
害

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
主
た
る
経
過
地
」
と
あ
る

に
特
に
重
大
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い

の
は
、
「
重
要
な
経
過
地
そ
の
他
路
線
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
」
と
読
み

う
。

替
え
る
も
の
と
す
る
。

一

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
予
定
路
線
の
う
ち
か
ら
政
令
で
そ
の
路

線
を
指
定
し
た
も
の

二

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
予
定
路
線
の
う
ち
か
ら
政

令
で
そ
の
路
線
を
指
定
し
た
も
の

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
に
お
い
て
は
、
路
線
名
、
起
点
、
終
点
、
重

要
な
経
過
地
そ
の
他
路
線
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の

立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
議
の
議
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
整
備
計
画
）

（
整
備
計
画
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

（
削
除
）

２

前
項
の
整
備
計
画
の
う
ち
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
決
定
さ
れ
た
基
本
計
画
に
基
き
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

３

（
略
）



- 3 -

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画
を
定

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画
を
定

め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て

め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て

、
あ
ら
か
じ
め
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

会
議
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画
を

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画
を

定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
都
道
府

定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
都
道
府

県
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二

県
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二

条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
区
域
内
に
お
け
る
整
備
計
画
に
あ
つ
て

条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
区
域
内
に
お
け
る
整
備
計
画
に
あ
つ
て

は
、
当
該
指
定
都
市
）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
当
該
指
定
都
市
）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画
を

定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
過
程
の
透
明
性
の
確
保
）

第
五
条
の
二

国
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画

を
定
め
、
又
は
整
備
計
画
の
変
更
（
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
除
く

。
）
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
整
備
計
画
又
は
当
該
整
備

計
画
の
変
更
に
係
る
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
そ
の
整
備
効

果
（
当
該
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
実
施
が
国
民
生
活

及
び
社
会
経
済
に
及
ぼ
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
影
響
を
い
う
。
）
の
把
握

及
び
こ
れ
を
基
礎
と
す
る
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
ほ
か
、

高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
過
程
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
の
法
律

の
規
定
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
審
議
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
資

料
の
公
表
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
資
料
提
出
の
要
求
等
）

第
五
条
の
三

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
審
議

を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
、
関

係
地
方
公
共
団
体
の
長
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返

済
機
構
の
理
事
長
及
び
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九

十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
会
社
の
代
表
者
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、

意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
審
議
を
行
う
た

め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者

に
対
し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
連
結
許
可
等
）

（
連
結
許
可
等
）

第
十
一
条
の
二

（
略
）

第
十
一
条
の
二

（
略
）

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
連
結
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
連
結
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
申
請
に
係
る
施
設
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定

該
申
請
に
係
る
施
設
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
き
に
限
り
、
連
結
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
き
に
限
り
、
連
結
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

。

一

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設

第
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

一

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設

第
五
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
整
備
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
整
備
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
管
理

二

前
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
管
理

す
る
者
以
外
の
者
の
管
理
す
る
他
の
通
路
そ
の
他
の
施
設
に
連
結
す
る

す
る
者
以
外
の
者
の
管
理
す
る
他
の
通
路
そ
の
他
の
施
設
に
連
結
す
る

も
の

第
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
整
備

も
の

第
五
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
整
備

計
画
及
び
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
の
構
造
に
関
す
る
技
術
的
基

計
画
及
び
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
の
構
造
に
関
す
る
技
術
的
基

準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

３
～
７

（
略
）

３
～
７

（
略
）
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○
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
た
め
の
一
般
会
計
に
お
け
る
独
立
行
政
法
人

（
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
た
め
の
一
般
会
計
に
お
け
る
独
立
行
政
法
人

日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
の
債
務
の
承
継
等
）

日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
の
債
務
の
承
継
等
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

機
構
及
び
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第

２

機
構
及
び
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第

一
条
に
規
定
す
る
会
社
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
会
社
」
と
い
う
。

一
条
に
規
定
す
る
会
社
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
会
社
」
と
い
う
。

）
は
、
共
同
し
て
、
当
該
会
社
が
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年

）
は
、
共
同
し
て
、
当
該
会
社
が
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年

法
律
第
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
管
理
を
行
つ
て
い
る
高
速
道
路
（
高
速
道

法
律
第
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
管
理
を
行
つ
て
い
る
高
速
道
路
（
高
速
道

路
株
式
会
社
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の

路
株
式
会
社
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
当
該
高
速
道
路
に
つ
い
て
二
以
上
の
会
社
が
管
理

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
当
該
高
速
道
路
に
つ
い
て
二
以
上
の
会
社
が
管
理

を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
会
社
が
管
理
を
行
う
高
速
道
路

を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
会
社
が
管
理
を
行
う
高
速
道
路

の
各
部
分
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
高
速

の
各
部
分
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
高
速
道

道
路
利
便
増
進
事
業
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
計
画
を
作
成
し

路
利
便
増
進
事
業
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
計
画
を
作
成
し
、

、
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

３

機
構
及
び
会
社
は
、
前
項
の
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
民

３

機
構
及
び
会
社
は
、
前
項
の
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
表
す

か
じ
め
、
国
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

る
ほ
か
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
概
要

二

当
該
計
画
に
第
十
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
（
高
速

自
動
車
国
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
事
項
を
定
め
よ
う
と
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七

十
九
号
）
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
事
業
に
係

る
評
価
の
結
果
の
概
要

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
計
画
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
計
画
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
に
同
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

認
め
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
に
同
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
計
画
の
実
施
が
当
該
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
利
便
の

一

当
該
計
画
の
実
施
が
当
該
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
利
便
の

増
進
を
図
る
上
で
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

増
進
並
び
に
機
構
法
第
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
徴
収
期
間
を

通
じ
た
高
速
道
路
料
金
（
同
号
に
規
定
す
る
料
金
を
い
う
。
第
十
項
第
二

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
の
合
計
額
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
当
該
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高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
上
で
適
切
か
つ

効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

五

当
該
計
画
に
第
十
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
（
高
速

自
動
車
国
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
の
内
容
が
高
速
自
動
車
国
道
法
第
五
条

第
一
項
又
は
第
二
項
の
整
備
計
画
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

六

当
該
計
画
に
第
十
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
務
の
実
施
が
機
構
法
第
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に

規
定
す
る
徴
収
期
間
を
通
じ
た
高
速
道
路
料
金
（
同
号
に
規
定
す
る
料
金

を
い
う
。
第
十
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
の
合
計
額
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
に
よ
る
当
該
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
負
担
の
軽
減

を
図
る
上
で
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

５
～
９

（
略
）

５
～
９

（
略
）

第
一
項
及
び
第
二
項
の
「
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ

第
一
項
及
び
第
二
項
の
「
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ

10

10

る
事
業
又
は
事
務
で
あ
つ
て
、
会
社
が
行
う
も
の
を
い
う
。

る
事
業
又
は
事
務
で
あ
つ
て
、
会
社
が
行
う
も
の
を
い
う
。

一

高
速
道
路
の
う
ち
当
該
高
速
道
路
と
道
路
と
を
連
結
す
る
部
分
で
国
土

一

高
速
道
路
の
う
ち
当
該
高
速
道
路
と
道
路
（
高
速
道
路
を
除
く
。
）
と

交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
の
整
備
に
関
す
る
事
業
（
こ
れ
に
附
帯
す
る
高

を
連
結
す
る
部
分
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
の
整
備
に
関
す
る
事

速
道
路
の
車
線
の
増
設
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
含
む
。
）
で
あ

業
（
こ
れ
に
附
帯
す
る
高
速
道
路
の
車
線
の
増
設
に
関
す
る
事
業
そ
の
他

つ
て
、
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
利
便
の
増
進
の
た
め
必
要
と

の
事
業
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
利

認
め
ら
れ
る
も
の

便
の
増
進
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

二

高
速
道
路
の
車
線
の
増
設
に
関
す
る
事
業
（
前
号
に
規
定
す
る
も
の
を

除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
高
速
道
路
の
自
動
車
交
通
の
安
全
性
の
向
上

又
は
渋
滞
の
解
消
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

三

既
存
の
高
速
道
路
間
を
連
絡
す
る
高
速
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
関
す

る
事
業
で
あ
つ
て
、
既
存
の
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
利
便
の

増
進
の
た
め
そ
の
速
や
か
な
実
施
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

四

高
速
道
路
に
附
属
す
る
自
動
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
事
業
（
こ
れ

に
附
帯
す
る
通
路
の
拡
幅
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
含
む
。
）
で

あ
つ
て
、
高
速
道
路
に
附
属
す
る
既
存
の
自
動
車
駐
車
場
の
著
し
い
混
雑

を
緩
和
す
る
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

五

（
略
）

二

（
略
）
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○
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
調
査
審
議
等
）

（
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
調
査
審
議
等
）

第
七
十
九
条

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
諮
問
に
応
じ

第
七
十
九
条

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
諮
問
に
応
じ

、
道
路
整
備
計
画
、
国
道
の
路
線
の
指
定
又
は
道
路
の
構
造
及
び
工
法
そ

、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
の
権
限
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
事
項

の
他
道
路
に
関
す
る
制
度
を
調
査
審
議
す
る
。

を
除
き
、
道
路
整
備
計
画
、
国
道
の
路
線
の
指
定
又
は
道
路
の
構
造
及
び

工
法
そ
の
他
道
路
に
関
す
る
制
度
を
調
査
審
議
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
高
速
道
路
の
新
設
又
は
改
築
）

（
高
速
道
路
の
新
設
又
は
改
築
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

会
社
は
、
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

３

会
社
は
、
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

、
申
請
に
係
る
高
速
道
路
が
、
道
路
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

、
申
請
に
係
る
高
速
道
路
が
、
道
路
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

定
区
間
（
以
下
「
指
定
区
間
」
と
い
う
。
）
外
の
一
般
国
道
で
あ
る
場
合

定
区
間
（
以
下
「
指
定
区
間
」
と
い
う
。
）
外
の
一
般
国
道
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
当
該
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
と
協
議
し
、
都
道
府
県
道
又

に
あ
つ
て
は
当
該
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
と
協
議
し
、
都
道
府
県
道
又

は
同
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
市
（
以
下
「
指
定
市
」
と
い
う

は
道
路
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
市
（
以
下
「
指
定
市
」
と
い

。
）
の
市
道
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
の

う
。
）
の
市
道
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者

同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
申
請
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
申
請
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い

ず
れ
に
も
適
合
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
第
一
項
の
許
可
を
す
る
こ

ず
れ
に
も
適
合
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
第
一
項
の
許
可
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

申
請
に
係
る
高
速
道
路
が
高
速
自
動
車
国
道
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

三

申
請
に
係
る
高
速
道
路
が
高
速
自
動
車
国
道
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
整

は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
整

備
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

備
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

６
～

（
略
）

６
～

（
略
）

10

10

（
指
定
区
間
外
の
一
般
国
道
等
の
供
用
の
開
始
）

（
指
定
区
間
外
の
一
般
国
道
等
の
供
用
の
開
始
）

第
二
十
九
条

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

有
料
道
路
管
理
者
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
合

３

第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
有
料
道
路
管
理
者
は
、
第
二
十
七
条

格
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
当
該
道
路
の
供
用
を
開
始
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
合
格
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
当
該
道
路
の

供
用
を
開
始
し
て
は
な
ら
な
い
。
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○
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

三
の
二

本
線
車
道

高
速
自
動
車
国
道
（
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和

三
の
二

本
線
車
道

高
速
自
動
車
国
道
（
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
速
自
動

三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
を
い

車
国
道
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
自
動
車
専
用
道
路
（
道
路
法
第

う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
自
動
車
専
用
道
路
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の

四
十
八
条
の
四
に
規
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

四
に
規
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
本
線
車

）
の
本
線
車
線
に
よ
り
構
成
す
る
車
道
を
い
う
。

線
に
よ
り
構
成
す
る
車
道
を
い
う
。

三
の
三
～
二
十
三

（
略
）

三
の
三
～
二
十
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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○
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
高
速
道
路
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
道
路
を
い
う

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
高
速
道
路
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
道
路
を
い
う

。

。

一

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条

一

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
高
速
自
動
車
国
道

第
一
項
に
規
定
す
る
高
速
自
動
車
国
道

二

（
略
）

二

（
略
）
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○
国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国

土
交
通
省
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
表

土
交
通
省
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法
律
（

の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法
律
（

こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

名
称

法
律

名
称

法
律

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

土
地
鑑
定
委
員
会

地
価
公
示
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十

土
地
鑑
定
委
員
会

地
価
公
示
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十

九
号
）

九
号
）

中
央
建
築
士
審
査

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二

国
土
開
発
幹
線
自

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
（
昭
和
三

会

号

動
車
道
建
設
会
議

十
二
年
法
律
第
六
十
八
号
）

（
略
）

（
略
）

中
央
建
築
士
審
査

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二

会

号
）

（
略
）

（
略
）

第
十
三
条

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る

第
十
三
条

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る

。

。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
、
公
共
用
地

三

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
、
公
共
用
地

の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
号
）

の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
号
）
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、
建
設
業
法
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
、
古
都

、
建
設
業
法
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
、
古
都

に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
一

に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
一

年
法
律
第
一
号
）
、
明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生

年
法
律
第
一
号
）
、
明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生

活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六

活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六

十
号
）
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
、
土
砂
災

十
号
）
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律

（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律

第
百
八
十
号
）
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十

第
百
八
十
号
）
、
住
生
活
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）

九
号
）
、
住
生
活
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
、
住
宅

、
住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
十
九

地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
十
九
条
第
三

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
公
営
住
宅
法

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
公
営
住
宅
法
の
一
部

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
規
定
に

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
改

よ
る
改
正
前
の
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）

正
前
の
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
、
住
宅

、
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第

の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一

八
十
一
号
）
及
び
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）

号
）
及
び
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
規
定

の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

２

（
略
）

２

（
略
）



高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案

参
照
条
文

○
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）

1

○
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）

2

○
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
八
号
）

4

○
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

10
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○
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
」
と
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
を
い
う
。

４

（
略
）

（
予
定
路
線
）

第
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
の
議
を
経
て
、
高
速
自
動
車
国
道
と
し
て
建
設
す
べ
き
道
路
の
予
定
路
線
（
国
土
開
発
幹

線
自
動
車
道
の
予
定
路
線
を
除
く
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
一
般
自
動
車
道
と
の
調
整
に
つ
い
て
特
に
考
慮
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
予
定
路
線
に
つ
い
て
内
閣
の
議
を
経
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
（
以
下
「
会
議

」
と
い
う
。
）
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
速
自
動
車
国
道
の
予
定
路
線
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
政
令
で
定
め
る
事
項
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
高
速
自
動
車
国
道
の
意
義
及
び
路
線
の
指
定
）

第
四
条

高
速
自
動
車
国
道
と
は
、
自
動
車
の
高
速
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路
で
、
全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
の
枢
要
部
分
を
構
成
し
、
か
つ
、
政
治
・
経
済
・

文
化
上
特
に
重
要
な
地
域
を
連
絡
す
る
も
の
そ
の
他
国
の
利
害
に
特
に
重
大
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
予
定
路
線
の
う
ち
か
ら
政
令
で
そ
の
路
線
を
指
定
し
た
も
の

二

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
予
定
路
線
の
う
ち
か
ら
政
令
で
そ
の
路
線
を
指
定
し
た
も
の

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
に
お
い
て
は
、
路
線
名
、
起
点
、
終
点
、
重
要
な
経
過
地
そ
の
他
路
線
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
議
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
整
備
計
画
）

第
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
速
自
動
車
国
道
の
路
線
が
指
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
高
速
自
動
車
国
道
の
新
設
に
関
す
る
整
備
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。
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２

前
項
の
整
備
計
画
の
う
ち
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
決
定

さ
れ
た
基
本
計
画
に
基
き
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
高
速
自
動
車
国
道
の
改
築
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
高
速
自
動
車
国
道
の
改
築
に

関
す
る
整
備
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
会
議
の
議

を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
都
道
府
県
（
地
方

自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
区
域
内
に
お
け
る
整
備
計
画
に
あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
都
市

）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）

（
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
た
め
の
一
般
会
計
に
お
け
る
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
の
債
務
の
承
継
等
）

第
四
条

政
府
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の
債
務
の
負
担
の
軽
減
に
よ
り
、
高
速
道
路
利
便
増

進
事
業
の
た
め
に
必
要
と
な
る
高
速
道
路
貸
付
料
（
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
機
構
法

」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
貸
付
料
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
の
減
額
を
機
構
が
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に

お
け
る
機
構
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
業
務
の
確
実
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
そ
の
財
政
基
盤
の
確
保
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
日
（
以
下
「
承
継
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
承
継
日
に
お
け
る
次
に

掲
げ
る
機
構
の
債
務
（
以
下
「
機
構
債
務
」
と
い
う
。
）
で
第
四
項
の
同
意
（
第
八
項
の
変
更
の
同
意
を
含
む
。
）
を
得
た
次
項
の
計
画
（
以
下
「
同
意
計
画

」
と
い
う
。
）
に
定
め
ら
れ
た
も
の
を
、
一
般
会
計
に
お
い
て
承
継
す
る
。

一

長
期
借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
当
該
債
務
に
係
る
利
息
（
承
継
日
以
前
に
発
生
し
て
い
る
利
息
の
う
ち
、
承
継
日
以
後
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
債
務

二

日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
債
券
及
び
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
号
）
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定

す
る
道
路
債
券
等
（
以
下
「
機
構
債
券
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
債
務
（
承
継
日
前
に
支
払
期
が
到
来
し
た
利
息
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

２

機
構
及
び
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
会
社
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
会
社
」
と
い
う
。
）
は
、

共
同
し
て
、
当
該
会
社
が
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
管
理
を
行
つ
て
い
る
高
速
道
路
（
高
速
道
路
株
式
会
社

法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
当
該
高
速
道
路
に
つ
い
て
二
以
上
の
会
社
が
管
理
を
行
う
場
合
に
あ

つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
会
社
が
管
理
を
行
う
高
速
道
路
の
各
部
分
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
に
関

し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
計
画
を
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
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一

当
該
高
速
道
路
に
つ
い
て
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
に
関
す
る
事
項

二

前
号
の
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
の
た
め
に
必
要
と
な
る
機
構
に
よ
る
高
速
道
路
貸
付
料
の
額
の
減
額
に
関
す
る
事
項

三

機
構
が
前
号
の
高
速
道
路
貸
付
料
の
額
の
減
額
を
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
機
構
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
業
務
の
確
実
か
つ

円
滑
な
実
施
の
た
め
、
前
項
の
措
置
に
よ
り
そ
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
機
構
債
務
に
関
す
る
事
項

四

計
画
期
間

五

そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

３

機
構
及
び
会
社
は
、
前
項
の
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
計
画
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
に
同
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
計
画
の
実
施
が
当
該
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
利
便
の
増
進
並
び
に
機
構
法
第
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
徴
収
期
間
を
通
じ
た

高
速
道
路
料
金
（
同
号
に
規
定
す
る
料
金
を
い
う
。
第
十
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
の
合
計
額
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
当
該
高
速
道
路
の
通

行
者
及
び
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
上
で
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

当
該
計
画
の
実
施
が
当
該
高
速
道
路
を
含
む
道
路
の
交
通
の
安
全
の
確
保
と
そ
の
円
滑
化
を
図
る
上
で
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

当
該
計
画
の
実
施
に
よ
る
機
構
債
務
の
負
担
の
軽
減
が
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
高
速
道
路
貸
付
料
の
額
の
減
額
を
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る

機
構
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
業
務
の
確
実
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
必
要
か
つ
最
小
限
の
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

四

当
該
計
画
の
実
施
の
た
め
必
要
と
な
る
機
構
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
定
の
変
更
の
案
に
つ
い
て
機
構
及
び
当
該
会
社
が
合
意
し
て
い
る
こ
と

そ
の
他
確
実
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

機
構
及
び
会
社
は
、
第
二
項
の
計
画
に
つ
い
て
第
四
項
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

機
構
は
、
第
二
項
の
計
画
を
作
成
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
債
務
に
係
る
機
構
債
券
等
の
う
ち
社
債
、
株
式

等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
。
以
下
「
社
債
等
振
替
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
取
り
扱
う
こ
と
に
つ
い

て
社
債
等
振
替
法
第
十
三
条
第
一
項
の
同
意
を
与
え
た
振
替
機
関
（
社
債
等
振
替
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
振
替
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
当

該
振
替
機
関
の
下
位
機
関
（
社
債
等
振
替
法
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
下
位
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
、
資
料
又
は
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要

な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

機
構
及
び
会
社
は
、
第
四
項
の
同
意
を
得
た
第
二
項
の
計
画
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

９

国
土
交
通
大
臣
は
、
承
継
日
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

第
一
項
及
び
第
二
項
の
「
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
又
は
事
務
で
あ
つ
て
、
会
社
が
行
う
も
の
を
い
う
。

10
一

高
速
道
路
の
う
ち
当
該
高
速
道
路
と
道
路
（
高
速
道
路
を
除
く
。
）
と
を
連
結
す
る
部
分
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
の
整
備
に
関
す
る
事
業
（
こ

れ
に
附
帯
す
る
高
速
道
路
の
車
線
の
増
設
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
利
便
の
増
進
の
た

め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
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二

高
速
道
路
の
区
間
を
限
つ
た
特
別
な
高
速
道
路
料
金
の
額
の
設
定
（
機
構
法
第
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
徴
収
期
間
を
通
じ
た
高
速
道
路
料
金

の
額
の
合
計
額
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
高
速
道
路
の
通
行
者
及
び
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
高
速
道
路
を
含

む
道
路
の
自
動
車
交
通
の
円
滑
化
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

○
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
八
号
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
土
の
普
遍
的
開
発
を
は
か
り
、
画
期
的
な
産
業
の
立
地
振
興
及
び
国
民
生
活
領
域
の
拡
大
を
期
す
る
と
と
も
に
、
産
業
発
展
の
不
可

欠
の
基
盤
た
る
全
国
的
な
高
速
自
動
車
交
通
網
を
新
た
に
形
成
さ
せ
る
た
め
、
国
土
を
縦
貫
し
、
又
は
横
断
す
る
高
速
幹
線
自
動
車
道
を
開
設
し
、
及
び
こ
れ

と
関
連
し
て
新
都
市
及
び
新
農
村
の
建
設
等
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
自
動
車
道
」
と
は
、
自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
を
い

う
。
）
の
み
の
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
道
を
い
う
。

（
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
予
定
路
線
）

第
三
条

第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
高
速
幹
線
自
動
車
道
と
し
て
国
に
お
い
て
建
設
す
べ
き
自
動
車
道
（
以
下
「
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
」
と
い
う
。

）
の
予
定
路
線
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条

削
除

（
建
設
線
の
基
本
計
画
）

第
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
高
速
自
動
車
交
通
の
需
要
の
充
足
、
国
土
の
普
遍
的
開
発
の
地
域
的
な
重
点
指
向
そ
の
他
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
効
率
的
な

建
設
を
は
か
る
た
め
必
要
な
事
項
を
考
慮
し
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
予
定
路
線
の
う
ち
建
設
を
開
始
す
べ
き
路
線
（
以
下
「
建
設
線
」
と
い
う
。
）
の

建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
立
案
し
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
の
議
を
経
て
、
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
線
の
基
本
計
画
を
決
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
国
の
関
係
行
政
機
関
の
長
に
送
付
す
る
と
と
も

に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

前
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
事
項
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
同
項
の
公
表
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国

の
行
政
機
関
の
長
に
そ
の
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
申
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
国
の
行
政
機
関
の
長
は
、
こ
れ
を
し
ん
し
や
く
し
て
、
必
要
な
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
設
線
の
基
本
計
画
と
関
連
す
る
事
項
の
調
整
）

第
六
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
建
設
線
の
基
本
計
画
に
照
ら
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車

道
の
沿
線
に
お
け
る
新
都
市
又
は
新
農
村
の
整
備
又
は
建
設
に
関
し
、
国
の
行
政
機
関
の
長
の
処
分
に
つ
い
て
必
要
な
調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条

削
除

（
資
金
の
融
通
の
あ
つ
せ
ん
）

第
八
条

政
府
は
、
建
設
線
の
基
本
計
画
に
照
ら
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
に
接
続
す
る
一
般
自
動
車
道
（
道
路
運
送
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
一
般
自
動
車
道
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
当
該
事
業
の
免
許
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該

路
線
の
建
設
に
必
要
な
資
金
の
融
通
を
あ
つ
せ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
損
失
補
償
と
相
ま
つ
生
活
再
建
又
は
環
境
整
備
の
た
め
の
措
置
）

第
九
条

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
建
設
に
必
要
な
土
地
等
を
供
し
た
た
め
生
活
の
基
礎
を
失
う
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
府
は
、
そ
の
者
に
対
し
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
受
け
る
補
償
と
相
ま
つ
て
行
な
う
こ
と
を
必
要
と
認
め
る
生
活
再
建
又
は
環
境
整
備
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の

実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
礎
調
査
）

第
十
条

政
府
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
予
定
路
線
に
つ
い
て
、
す
み
や
か
に
建
設
線
の
基
本
計
画
の
立
案
の
た
め
必
要
な
基
礎
調
査
を
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
会
議
の
設
置
）

第
十
一
条

こ
の
法
律
及
び
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
た
め
、
国
土
交

通
省
に
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

第
十
二
条

削
除
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（
組
織
）

第
十
三
条

会
議
は
、
委
員
二
十
人
以
内
を
も
つ
て
組
織
す
る
。

２

委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
充
て
る
。

一

衆
議
院
議
員
の
う
ち
か
ら
衆
議
院
の
指
名
し
た
者

六
人

二

参
議
院
議
員
の
う
ち
か
ら
参
議
院
の
指
名
し
た
者

四
人

三

学
識
経
験
が
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
国
土
交
通
大
臣
が
任
命
す
る
者

十
人
以
内

３

会
議
に
、
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

４

第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
委
員
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
の
聴
取
）

第
十
四
条

会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
処
理
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
の
出
席
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
資
料
の
提
出
）

第
十
五
条

国
の
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
会
議
の
求
め
に
応
じ
て
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
陳
述
又
は
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
六
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
議
の
組
織
及
び
運
営
そ
の
他
こ
の
法
律
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附

則

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

（
略
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

路

線

名

起

点

終

点

主

た

る

経

過

地

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

函
館
市

稚
内
市

室
蘭
市
付
近

札
幌
市

岩
見
沢
市

旭
川
市
付
近
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北
海
道
横
断
自
動
車
道

根
室
線

北
海
道
寿
都
郡
黒

根
室
市

北
海
道
虻
田
郡
倶
知
安
町
付
近

小
樽
市

釧
路
市

松
内
町

札
幌
市

夕
張
市
付
近

帯
広
市
付
近

北

網
走
線

網
走
市

海
道
足
寄
郡
足
寄
町
付
近

北
見
市

東
北
縦
貫
自
動
車
道

弘
前
線

東
京
都

青
森
市

浦
和
市

館
林
市

宇
都
宮
市

福
島
市

鹿
角
市

弘
前
市

仙
台
市

盛
岡
市

八
戸
線

八
戸
市

東
北
横
断
自
動
車
道

釜
石
秋
田
線

釜
石
市

秋
田
市

花
巻
市
付
近

北
上
市

横
手
市
付
近

酒
田
線

仙
台
市

酒
田
市

山
形
市
付
近

鶴
岡
市
付
近

い
わ
き
新
潟
線

い
わ
き
市

新
潟
市

会
津
若
松
市
付
近

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

新
潟
市

青
森
市

村
上
市
付
近

鶴
岡
市
付
近

酒
田
市
付
近

秋
田
市
付
近

能
代
市
付
近

大
館
市
付
近

東
北
中
央
自
動
車
道

相
馬
市

横
手
市

福
島
市
付
近

米
沢
市
付
近

山
形
市
付
近

新
庄
市
付
近

関
越
自
動
車
道

新
潟
線

東
京
都

新
潟
市

川
越
市

本
庄
市

前
橋
市

上
越
線

高
崎
市
付
近

長
野
市
付
近

常
磐
自
動
車
道

東
京
都

仙
台
市

柏
市

土
浦
市

水
戸
市

い
わ
き
市

相
馬
市
付
近

東
関
東
自
動
車
道

館
山
線

東
京
都

館
山
市

習
志
野
市

千
葉
市
付
近

木
更
津
市

水
戸
線

水
戸
市

茨
城
県
鹿
島
郡
鹿
島
町
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北
関
東
自
動
車
道

高
崎
市

那
珂
湊
市

前
橋
市
付
近

宇
都
宮
市
付
近

水
戸
市
付
近

中
央
自
動
車
道

富
士
吉
田
線

東
京
都

富
士
吉
田
市

神
奈
川
県
津
久
井
郡
相
模
湖
町

大
月
市

西
宮
線

西
宮
市

神
奈
川
県
津
久
井
郡
相
模
湖
町

大
月
市

飯
田
市

中
津
川
市

小
牧

甲
府
市

諏
訪
市

市

大
垣
市

大
津
市

京

都
市

吹
田
市

長
野
線

長
野
市

松
本
市
付
近

第
一
東
海
自
動
車
道

東
京
都

小
牧
市

横
浜
市

静
岡
市

浜
松
市

豊
橋
市

名
古
屋
市

東
海
北
陸
自
動
車
道

一
宮
市

砺
波
市

関
市

岐
阜
県
大
野
郡
荘
川
村
付
近

第
二
東
海
自
動
車
道

東
京
都

名
古
屋
市

厚
木
市
付
近

静
岡
市
付
近

中
部
横
断
自
動
車
道

清
水
市

佐
久
市

山
梨
県
中
巨
摩
郡
甲
西
町
付
近

北
陸
自
動
車
道

新
潟
市

滋
賀
県
坂
田
郡
米

上
越
市

富
山
市

金
沢
市

福
井
市

敦
賀
市

原
町

近
畿
自
動
車
道

伊
勢
線

名
古
屋
市

伊
勢
市

四
日
市
市

津
市

名
古
屋
大
阪
線

吹
田
市

天
理
市

大
阪
市

名
古
屋
神
戸
線

名
古
屋
市

神
戸
市

四
日
市
市
付
近

大
津
市
付
近

京
都
市
付
近

高
槻
市
付
近

紀
勢
線

松
原
市

三
重
県
多
気
郡
勢

和
歌
山
市

田
辺
市
付
近

新
宮
市
付
近

尾
鷲
市
付
近

和
村
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敦
賀
線

吹
田
市

敦
賀
市

三
田
市
付
近

福
知
山
市

舞
鶴
市

小
浜
市
付
近

中
国
縦
貫
自
動
車
道

吹
田
市

下
関
市

兵
庫
県
加
東
郡
滝
野
町

津
山
市

三
次
市

島
根
県
鹿
足
郡
六
日
市
町

山
口
市

山
陽
自
動
車
道

吹
田
市

下
関
市

神
戸
市
付
近

姫
路
市
付
近

岡
山
市
付
近

広
島
市

岩
国
市
付
近

山

口
市

宇
部
市
付
近

中
国
横
断
自
動
車
道

姫
路
鳥
取
線

姫
路
市

鳥
取
市

兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
付
近

岡
山
米
子
線

岡
山
市

境
港
市

岡
山
県
真
庭
郡
落
合
町
付
近

米
子
市
付
近

尾
道
松
江
線

尾
道
市

松
江
市

三
次
市
付
近

広
島
浜
田
線

広
島
市

浜
田
市

広
島
県
山
県
郡
千
代
田
町
付
近

山
陰
自
動
車
道

鳥
取
市

美
祢
市

米
子
市
付
近

松
江
市
付
近

浜
田
市
付
近

長
門
市
付
近

四
国
縦
貫
自
動
車
道

徳
島
市

大
洲
市

徳
島
県
三
好
郡
池
田
町
付
近

松
山
市
付
近

四
国
横
断
自
動
車
道

阿
南
市

大
洲
市

徳
島
市

高
松
市

川
之
江
市
付
近

高
知
市
付
近

須
崎
市

中
村
市
付

近

宇
和
島
市
付
近

九
州
縦
貫
自
動
車
道

鹿
児
島
線

北
九
州
市

鹿
児
島
市

福
岡
市

鳥
栖
市

熊
本
市

え
び
の
市

宮
崎
線

宮
崎
市

九
州
横
断
自
動
車
道

長
崎
大
分
線

長
崎
市

大
分
市

佐
賀
市

鳥
栖
市

甘
木
市

日
田
市
付
近

延
岡
線

熊
本
県
上
益
城
郡

延
岡
市

宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
付
近



- 10 -

御
船
町

東
九
州
自
動
車
道

北
九
州
市

鹿
児
島
市

橋
市
付
近

大
分
市
付
近

延
岡
市
付
近

宮
崎
市
付
近

日
南
市
付
近

鹿
屋
市
付
近

○
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

（
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
調
査
審
議
等
）

第
七
十
九
条

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
の
権
限
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
事
項
を
除
き
、

道
路
整
備
計
画
、
国
道
の
路
線
の
指
定
又
は
道
路
の
構
造
及
び
工
法
そ
の
他
道
路
に
関
す
る
制
度
を
調
査
審
議
す
る
。

２

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
関
係
行
政
機
関
に
建
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


